
学校いじめ防止基本方針  

九重町立野矢小学校 

１ 学校いじめ防止基本方針   

 全国的にいじめ問題は、深刻な社会問題であり、自らの命を絶ったり学校に行けなか

ったりする児童生徒が多くいることも事実である。本校においては、いじめのアンケー

ト調査で令和３年度は３件のいじめが確認されている。いじめはどんな場面でも起こ

りうることとして常に危機意識を持ち、教職員をはじめ、保護者・地域と協力しながら、

学校一丸となって取り組む最重要課題の一つである。これまで、未然防止、早期発見・

早期対応を行ってきたが今後も継続した取り組みが求められている。また、最近はイン

ターネットを利用したいじめも発生も報告されていることもあり、よりいっそうの発

見・解決が難しい状態が出てきている。そこで、いじめ防止の基本方針を策定し、学校

として組織的な対応をすることで未然防止、早期発見・早期解決を目指したい。  

 

 また、いじめについては次のような理念のもと対応にあたるものとする。  

 いじめは、全ての児童に関係する問題であり、全ての児童が安心して学校生活を送

り、様々な活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問わず、いじめが行われ

なくなるようにする。 

 また、全ての児童がいじめを行わず、いじめを認識しながら放置することがないよ

ういじめの防止等の対策を行う。その場合、「いじめがいじめられた児童生徒の心身

に深刻な影響を及ぼす許されない行為である」ということについて、児童が十分に理

解できるようにする。 

 加えて、いじめの防止等の対策は、いじめを受けた児童の生命・心身を保護するこ

とが特に重要であることを認識しつつ、教育委員会、学校、地域住民、家庭その他の

関係者の連携の下、いじめの問題を克服することを目指すものとする。 

 

２ いじめとは   

（１）いじめの定義   

 「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童

等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心

身の苦痛を感じているものをいう。「いじめ防止対策推進法 第２条より」  

 

（２）いじめに対する基本的な考え方 

①  指導にあたっては、どのような社会にあっても、けっして許されない。いじめる側

が悪いという明快な一事を、毅然とした態度で児童に指導を行きわたらせる必要

がある。いじめは子どもの成長にとって必要な場合もあるという考えは認められ

ない。また、いじめをはやし立てたり、傍観したりする行為もいじめる行為と同様

に許されない。  

② 教職員は、子どもの悩みを親身になって受け止め、子どもの発する危険信号をあら

ゆる機会を捉えて鋭敏に感知するよう努める。自分のクラスや学校に深刻ないじ

め事件が発生し得るという危機意識を持つ。なお、いじめの件数が少ないことのみ

をもって問題なしという認識は持たない。 

③ 児童の生活実態のきめ細かい把握に努めるとともに、いじめを見つけるための積

極的な取組を行う。また、いじめの把握に当たっては、スクールカウンセラーや養

護教諭など学校内の専門家との連携に努める。 

④ いじめられる児童や、いじめを告げたことによっていじめられるおそれがあると

考えている児童を徹底して守り通すということを、教職員が、言葉と態度で示す。



特に、いじめられている場合には、そのことを自分の胸の中に止めて悩み抜いたり

せず、友人、教師、親に必ず相談するようにする（まして、自分を傷つけたり、死

を選んだりすることは絶対にあってはならないこと）を、メッセージとして伝える。 

⑤ 児童や保護者からのいじめの訴えはもちろんのこと、その兆候等の危険信号は、ど

んな些細なものであっても真剣に受け止め、すみやかに教職員相互において情報

交換するなどにより、適切かつ迅速な対応を図る。いじめの訴え等を学級担任が一

人で抱え込むようなことはあってはならず、校長に適切な報告等がなされるよう

にする。それぞれの教職員の役割分担や責任の明確化を図るとともに、密接な情報

交換により共通認識を図りつつ、全教職員が一致協力して指導に取り組む実効性

ある体制を確立する。 

⑥ いじめの問題の解決のために家庭が極めて重要な役割を担うものである。いじめ

の問題の基本的な考え方は、まず家庭が責任を持って徹底する必要がある。家庭の

深い愛情や精神的な支え、信頼に基づく厳しさ、親子の会話や触れ合いの確保が重

要である。そこで、いじめの解決に向けて関係者の全てがそれぞれの立場からその

責務を果たす必要がある。また、地域を挙げた取組も急務である。  

⑦ いじめを行う児童に対しては、一定期間、校内においてほかの児童と異なる場所で

特別の指導計画を立てて指導することが有効な場合もある。さらに、いじめの状況

が一定の限度を超える場合には、いじめられる児童を守るために、いじめる児童に

対し出席停止の措置を講じたり、警察等適切な関係機関の協力を求めたりなど、厳

しい対応策をとることも必要である。特に、暴行や恐喝など犯罪行為に当たるよう

ないじめを行う児童生徒については、警察との連携を積極的に図る。これらの措置

を講ずることについて、教育委員会や保護者との間に、日頃から十分な共通理解を

持っておくことが大切である。 

 以上のような基本的な考え方に基づいて、学校が一致団結していじめ問題に取り組むも

のとする。 

 

 （３）いじめの集団構造と態様   

いじめの構造（いじめの 4 層構造）は、次のような構造である。（森田洋司 1986 年）   

  ○  いじめる生徒   

 ○  観衆（はやしたてたり、おもしろがったりして見ている）   

 ○  傍観者（見て見ない振りをする）   

 ○  いじめられる生徒   

 いじめの持続や拡大には、いじめる生徒といじめられる生徒以外の「観衆」や「傍観者」

の立場にいる生徒が大きく影響している。「観衆」はいじめを積極的に是認し、「傍観者」

はいじめを暗黙的に支持しいじめを促進する役割を担っている。 

 また、具体的ないじめの態様は、以下のようなものがある。 

  •冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる   

  •仲間はずれ、集団による無視をされる   

  •軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする   

  •ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする   

  •金品をたかられる   

  •金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする   

  •嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする   

  •パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる  等  

 

 よって、常にこのいじめの集団構造を理解し、学校やクラスの状態を注意深く観察・把握

しながら、現象として現れる態様を見落とさぬよう対応していくことが重要である。 



 

３ いじめ防止の基本的な方向と取組   

 （１）指導体制、組織体制   

○ 実効性ある指導体制   

①連絡体制の確立（現状と課題の共有） 

  いじめの問題については、その件数が多いか・少ないかの問題以上に、これが生じた際に、

いかに迅速に対応し、その悪化を防止し、真の解決に結びつけることができたかが重要とな

るものであり、教育委員会と相互の連絡・報告を密にしつつ、いじめの発生等についてきめ

細かな状況把握を行い、適切な対応をとる。 

②教職員の組織体制を確立し、全教職員で指導に取り組む（指導方針の徹底） 

  教職員の役割分担や責任の明確化を図るとともに、密接な情報交換により共通認識を図

りつつ、全教職員が一致協力して指導に取り組む実効性ある体制を確立する。  

③リーダーによる指導体制の確立（行動内容の具現化） 

  校長、教頭、生徒指導主事等は、いじめの訴え等に基づき、学級担任等へ対応を指示し

たり、情報を伝達したりした場合には、その対応状況等について、逐次報告を受けるなど、

その解決に至るまで適切にフォローする。 

④個々の教職員へのフォロー体制の確立（役割分担の明確化） 

  いじめの訴え等を学級担任が一人で抱え込むようなことがないようにする。場合によっ

ては、校内で支援チームを作り、組織的に対応する。   

 

○ 実効性のある組織体制   

 いじめ防止委員会の設置 

（検討内容） 

・学校いじめ防止基本方針の作成、見直し 

・年間指導計画の作成 

・校内研修会の企画、立案 

・調査結果、報告等の情報の整理、分析 

・いじめが疑われる案件の事実確認、判断 

・配慮を必要とする児童への支援 

 

（メンバー） 

（校内）管理職・教務主任・生徒指導主任・養護教諭 

（外部）ＰＴＡ代表、地域代表、社会教育関係者等  

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）年間指導計画 

  

 年間指導計画 教職員研修 

  ４月 学級づくり 学級集団づくり・児童の情報交換 

  ５月 運動会を通しての仲間づくり  

  ６月 人権集会  

いじめアンケート実施と分析  

アンケート分析結果の共有 

  ７月  １学期の取組の振り返り  

「人権を考える講演の夕べ」への参加 

  ８月 

 

平和学習 

 

アンケート結果の分析・個人面談の情報共

有、いじめ対応研修 

  ９月   

１０月   

１１月 文化祭を通しての仲間づくり 県・町主催研修会への参加 

１２月 

 

教育相談（個人面談）・人権学習 

アンケート実施と分析 

保護者への啓発、３学期に向けての準備、

２学期の取組の振り返り  

「いのち・愛・人権フェスティバル」への

参加 

  １月 

 

 

 

アンケート分析結果・個人面談の情報共有 

  ２月 

 

教育相談（個人面談）・人権学習 

アンケート実施と分析 

 

 

  ３月  研修会（１年の振り返り） 

 

４ いじめ防止の措置   

 （１）いじめの防止のために次の事項に取り組む  

◇学習指導の充実 

  ・学びに向かう集団づくり  

  ・意欲的に取り組む授業づくり  

◇特別活動、道徳教育の充実 

  ・ホームルーム活動の充実 

  ・ボランティア活動の充実  

◇人権教育の充実 

  ・人権意識の高揚 

  ・講演会等の開催 

◇情報モラル教育の充実 

◇教育相談の充実 

  ・面談の定期開催 

◇保護者・地域との連携 

  ・学校いじめ防止基本方針等の周知  

  ・学校公開の実施 



 （２）早期発見のために次の事項に取り組む   

  ・アンケート、個人面談、生活ノートなどで子どもの変化を見逃さない。  

    ・保護者が相談しやすい環境を日頃からつくる。  

・授業・休み時間・清掃・給食・部活動などで観察をおこない、教職員で情報交換  

をする。（一人教員の一方的な見方で判断しない）  

・校内組織をつくり、スクールカウンセラー、養護教諭などと連携する。  

・ほっとスペースとの連携を図る。 

  ・職員会議で議題を設けて情報交換をする。 

 


